
               

警告(C)／退場(S) 
【東】７分：村山翔平(Ｃ) 

【東】30 分：渡邊一仁(Ｃ) 

【駒】65 分：田谷高浩(Ｃ) 

【駒】74 分：東平大佑(Ｃ) 

[シュート]６:９[GK]13:13[CK]８:５[直接 FK]15:12 

[間接 FK]１:７[OS]１:５[主審]秋澤昌治[観衆]約 400 人 

G A K U G E I  

GK⑰山下渉太(2) 
DF②高野耕平(4) 
DF○26高橋秀人(2) 
DF○33坂本史生(4) 
DF④林 俊介(4) 
MF⑩瀬田貴仁(4) 
MF⑤渡邊一仁(3) 
MF○21鈴木崇文(2) 
(89 分⑲佐藤 豪②) 
MF○25征矢貴裕(2) 
(89 分⑬奥野慎祐③) 
FW⑨栗原康彦(4) 
FW○35村山翔平(１) 
(45 分⑮桂木啓斗(3)) 

S U B 

GK①足立 匠(4)  
DF○22小川佑樹(3) 
MF○36向後陽平(1) 
MF⑥横田英之(4) 
 

M A N A G E R 

檜山 康 

K O M A Z A W A 

GK○22岡 大生(1) 
DF⑦塚本泰史(4) 
DF○25中山友規(2) 
DF⑤伊藤 龍(2) 
DF○35湯川貴嗣(4) 
MF⑥八角剛史(4) 
MF②小野里銀児(4) 
(70 分⑩東平大佑(4)) 
MF⑲山崎健太(2) 
MF⑭榊原浩一郎(4) 
(81 分⑱那倉夢人(2)) 
FW⑨高崎寛之(4) 
FW○11小林竜樹(4) 
(59 分⑧田谷高浩(4)) 

S U B 

GK○21矢田雄基(3) 
DF○13市川祐樹(2) 
MF⑮島田祐輝(3) 
FW⑫三島康平(2) 
 

M A N A G E R 

秋田浩一 

【東】44分：渡邊（高野） 
【駒】44分：高崎 
 

得点者(アシスト) 

11 月３日 13:40  江戸川区陸上競技場 

(２位・38) 

駒大 １( )１ ０－０ 
 

１－１ 
(６位・27)

東学大

＜第 19節終了時点順位表＞ 
 

チーム名  
勝 

 
負 

 
分 

 
得 

 
失 

 
差 

勝

点 
１ 明 治 大 学 11 ３ ５ 34 18 ＋16 38 

２ 駒 澤 大 学 11 ３ ５ 37 24 ＋13 38 

３ 法 政 大 学 11 ６ ２ 38 24 ＋14 35 

４ 早 稲 田 大 学 11 ７ １ 45 28 ＋17 34 

５ 流通経済大学 10 ５ ４ 32 21 ＋11 34 

６ 東京学芸大学 ７ ６ ６ 21 22 －１ 27 

７ 中 央 大 学 ９ 10 ０ 33 36 －３ 27 

８ 順 天 堂 大 学 ７ ７ ５ 26 28 －２ 26 

９ 国 士 舘 大 学 ５ 11 ３ 31 37 －６ 18 

１０ 東 海 大 学 ４ 11 ４ 20 45 －25 16 

１１ 筑 波 大 学 ４ 12 ３ 22 38 －16 15 

１２ 青山学院大学 ４ 13 ２ 25 43 －18 14 

★アシストランキング★ 
11 アシスト  塚本泰史(駒 大) 

９アシスト 菊岡拓朗(法  大) 

７アシスト 橋本晃司(明 大) 

伊藤大介(順 大)  

大瀧義史(中 大) 

６アシスト   兵藤慎剛(早 大) 

５アシスト  山本脩斗(早 大) 

       柏 好文(国士大) 

           他２名 

★得点ランキング★ 
16 ゴール  渡邉千真(早 大) 

12 ゴール 林 陵平(明 大) 

市川雅彦(法 大) 

10 ゴール  菅原康太(国士大) 

９ゴール 兵藤慎剛(早 大) 

８ゴール  高崎寛之(駒 大) 

７ゴール 岡本達也(順 大) 

     田中順也(順 大) 

     小池悠貴(中 大) 

▲第 11 節・流経大戦以来に先発復帰した小

野里。本来の攻撃的なポジションに戻り、復

活をアピールした。 

▼今節で３試合連続ゴールを果たした高崎。

少ないチャンスでゴールを奪った点はさすが

だが、この日は東学大の強固なＤＦに仕事を

させてもらえず。 

高崎 小林

小野里山崎

榊原

八角

塚本

中山

湯川 

伊藤

岡

基本フォーメーション 

―関東大学サッカーリーグ戦第 19 節 in 駒沢第二競技場― 

(１位・38) (３位・35) 

 ０－０ 

 ２－１ 

第１試合 

【得点者】()内はアシスト 

[法]71 分：山本(富井) 

[明]82 分：坪内(末廣) 

[明]84 分：橋本(田中) 

明治旋風！いよいよ首位へ 
[評]前半は法大が細かいパスワークでゲームを支配。

その一方で、ボール奪取後の素早い攻撃を展開した明

大は、橋本、長友を中心にチャンスを作る。しかし、

両チームとも決め手を欠き、前半は０-０。後半に入っ

ても、市川を起点に更にキレの増したパスワークでゴ

ールに迫る法大。先日の天皇杯清水戦の疲れからか足

の止まった明大に対し、圧倒的なシュート数を放ち続

けた法大が 71 分、ＣＫから山本が頭で合わせ先制。そ

の後も劣勢が続いた明大だが、82 分に坪内の同点とな

るミドルシュートが決まる。この得点で息を吹き返し

た明大は、84 分に橋本が決勝点を決め、２-１。逆転劇

を演じた明大が首位に浮上した。 

第２試合 

(５位・34) (４位・34) 

 ０－０ 

 ２－１ 

【得点者】()内はアシスト 

[流]50 分：池田 

[早]77 分：渡邉(山本) 

[流]87 分：田村 

流経大、崖っぷちからの生還 
[評] 両チームとも前線に高レベルな選手を揃える。前半は両者とも相手の出足を牽制

し合い、チャンスを作ることができない。しかし、50 分に流経大がＦＷ池田のＧＫの

頭上を越すロングシュートで先制する。この得点で流れを引き寄せ、77 分に早大ＦＷ

渡邉に決められ追い付かれるも、終了間際に途中出場の田村がロングパスに抜け出し１

対１を確実に決め、２―１で終了。勝てなければ優勝争いからの脱落が決定的だった流

経大だったが、途中出場の田村が窮地を救い、首位との勝ち点差４に踏みとどまった。

▲東学大の攻撃を防ぐＤＦ陣。後半はシュート８本

と攻め込まれた。 


